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発行:憲法｢九条の会｣調布のひろば


----------------------------------------------------------


〒182-8511 調布市国領町2-5-15 あくろす２階


 市民活動支援センター内メールボックス６番


電話：042-483-1762　FAX：042-483-1566　大野方


-----------------------------------------------------------


郵便振替00170-6-445473 加入者名大野哲夫





　まず高部さん（写真下）のビデオに映し出されたアフリカの空の青さ！　続いて色鮮やかな衣装で踊る現地の人びとの映像で、会場は一気にアフリカへ。世界の人びとが日本の憲法九条のすばらしさを語るビデオを観た高部さんは、自分もこういうものを撮りたいとＷＳＦに参加、「グローバル九条キャンペーン」のブースで署名活動をし、人びとと語り合った。韓国の人は「九条はアジアへの約束だ」と言い、中国の人は「中国はどうしたらいいのか」と問いかけた。武器貿易の巨大市場であるアフリカにこそ戦争と戦力の放棄を謳った日本の憲法九条が必要だという現地の人たちの声が切実だった。署名は四日間で九〇〇人に達した。世界的視点に立てば、九条は特殊ではなく、九条があって当たり前だと思うと高部さんは言う。


　笹本さん（写真左上）は、「九条の世界化」をめざして、来年五月に日本で開こうとしている「憲法九条世界会議」の意義をＷＳＦで訴えてきたことを報告。九条への世界のまなざしは熱く、コンゴには自国の憲法に取り入れたい意向があるし、ＥＵ憲法の分科会でも九条が話題になった。


　貧困が最大の課題であるアフリカでは軍事費削減が急務だ。イラクなど中東の国々からは九条に沿った国際貢献を望む声が聞かれた。来年開く「憲法九条世界会議」は、これらの声を日本市民に伝え、平和のネットワークをつくるためにますます重要だ。








　一月二〇日から二五日、ケニアのナイロビに六万五千人が集まった世界社会フォーラム（ＷＳＦ）に調布から布田の笹本潤さん・高部優子さん、東つつじヶ丘の丸山重威さんが参加された。


　二月二十八日の夕方、調布「憲法ひろば」二月例会はこの三人の報告を聞いた。司会には世話人の鈴木さん（多摩川）が初登場。
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　「先進国」の政・財界の要人が毎年スイスのダヴォスで開く「世界経済フォーラム」に対抗し、新自由主義とそのグローバリズムに反対し、貧困と戦争のない「もうひとつの世界は可能だ！」を合言葉に始まったＷＳＦ。それが「アフリカで開かれた意義は大きい」と丸山さん（写真中央の左端）は言う。人口の半分くらいが一日一ドル以下で暮らしていると言われるケニア。水道水をちょっと飲み込んでしまっただけで「文明人」は体調を崩す。そんな中で世界各国の人びとと平和を熱く語り合ってきた三人は、その可能性への確信を持ち帰ったようだ。








●●●●●● 調布「憲法ひろば」 ●●●●●●


２００７年・第２回


３月例会のご案内


●３月２５日（日）１３時半～●


私はこうしたい


　　教育基本法を変えた安倍政権は、憲法改正をめざし５


　月３日までに「国民投票法」を成立させると宣言。その


　もとで決してあきらめず、ねばり強く、日本国憲法とそ


　の９条を護るために、私たち１人ひとりは、そして調布


　「憲法ひろば」は何をなすべきなのでしょう？ 本音を


　出し合い、今後の運動の方向を探りましょう。


会場：国領駅前「あくろす２階フリースペース」





E-Mail：chofu9jou@yahoo.co.jp


WEBサイトhttp://www.geocities.jp/chofu9jou/index.html
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